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令和 4 年度第 3 回審査会までの質問と回答（大江川下流部公有水面埋立て） 

 

１．令和 4年度第 3 回審査会での質問と回答 

 

 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

1 

建
設
機
械
の
稼
働
（
騒
音
・
振
動
） 

 騒音について、工事は

主に河川の中で行われ

ますので、堤防が遮音壁

代わりになるかと思い

ます。しかし、埋立てが

進んでいくと遮音壁代

わりとなっていた堤防

と同程度の高さで建設

機械が稼働することに

なり、音が周辺に直接届

いてしまう恐れがある

かと思います。 

 工事地盤面 1.5m の高

さに建設機械の音源を

置き予測しているとの

説明でしたが、河底であ

ればそれほど問題ない

かと思います。埋立てが

進んだ際にはどのよう

にイメージすればよい

のでしょうか。 

 堤防が遮音壁代わりと

なり、騒音の低減効果が発

生しています。しかし、埋

立てが進んでいくと建設

機械が堤防と同程度の高

さとなります。資料編 86

ページに現在予測してい

る工事着工後 49 ヶ月目の

河川断面が記載されてお

り、下流側は埋立てが進ん

で堤防と同程度の高さで

建設機械が稼働しており

ますが、上流側では河床の

底の方で建設機械が稼働

しております。 

 しかし、住居のある上流

側でも埋立てが進んでい

くと、堤防と同程度の高さ

で建設機械が稼働し、堤防

が遮音壁代わりにならず、

音が直接届く状況が発生

することになります。 

 上流側において、建設機

械が堤防と同程度の高さ

で稼働した際の騒音レベ

ルは、本準備書では触れら

れておりませんので、どの

程度の数値になるかにつ

いては、事業者に確認した

いと思います。 

 上流側の工事において、

建設機械の稼働高さが堤

防と同程度になる時期の

予測について検討してま

いります。 
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 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

2 

建
設
機
械
の
稼
働
（
騒
音
・
振
動
） 

 騒音の予測は工事着

工後 49 ヶ月目で、振動

は 50 ヶ月と少しずれて

おりますが、何か違いが

あるのでしょうか。建設

機械の音源・振源のレベ

ルの違いが原因かと考

えておりますが、どのよ

うな理由によるもので

しょうか。 

 資料編 9 ページに各月

に稼働する建設機械の合

成騒音レベル及び合成振

動レベルが示されており、

これを基に予測時期を設

定しております。騒音は

49 ヶ月目、振動は 50 ヶ月

目がピークとなっている

ことから、予測時期が少し

ずれております。 

 騒音予測を行った工事

着工後 49 ヶ月目と振動予

測を行った 50 ヶ月目の建

設機械の配置は、準備書

p.181～182、p.200～201

に示すとおりです。49 ヶ

月目は上流側でプレロー

ド盛土を行う関係でダン

プトラックが多く稼働し

ますが、50 ヶ月目にはこ

れがなく、ボックス埋戻し

のためバックホウが多く

稼働します。建設機械の種

類及び台数が異なるため、

騒音・振動のピーク時期が

異なることになります。 

3 

 振動について、規制基

準は超えておりません

が、高めの数値になって

います。さらに、建物で

増幅することを考える

と、家の中では揺れを感

じるレベルになるので

はと思われます。 

 発生源を見ますと、バ

イブロハンマを使用す

る際に影響が出ている

かと思います。住宅地の

近くで使用する際には、

工事期間などについて

事前に住民の方に周知

していただき、苦情が発

生しないよう、しっかり

とコミュニケーション

をとっていただきたい

と思います。 

 事業者に伝えさせてい

ただきます。 

 10 年という長い工事期

間になりますので、周辺住

民や事業場などと、しっか

りと意見交換しながら、苦

情が出ないような丁寧な

施工に努めていただきた

いと思います。 

 地域住民の方には、事前

に工事について丁寧に説

明します。 

 バイブロハンマは矢板

打設の際に必要となりま

すが、圧入機で打設できる

箇所については圧入機に

て打設し、バイブロハンマ

の使用を必要最小限に留

めるなどの対策を実施し、

影響を最小限にするよう

努めます。 
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 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

4 

建
設
機
械
の
稼
働
（
騒
音
・
振
動
） 

 事業予定地は河口付

近のため地盤がゆるい

かと思います。このよう

な状況ですと、規制基準

は下回っていても、相当

揺れる可能性はあるか

と思います。そのため工

事前には、「これ位の振

動が発生します」「この

ような機械を稼働させ

ます」といった丁寧な説

明や、影響が起きた場合

にはすぐに対応できる

よう体制を取っていた

だきたいと思います。 

 事業予定地周辺の方々

に対し丁寧に説明し理解

を得ること、またご意見が

あった際にすぐに対応で

きる連絡体制は、工事を進

めていくうえで非常に重

要かと思いますので、その

旨事業者に伝えさせてい

ただきます。 

 地域住民の方には、事前

に工事について丁寧に説

明します。 

 工事期間中においては、

町内回覧、または掲示板を

使用し、施工内容や工事進

捗の周知も検討します。 

 また、施工業者に対して

も地域特性を説明し、影響

が起きた場合にはすぐに

対応できる体制 を整えま

す。 

5 

 70dB 超ですと体感で

きる揺れであると思い

ますし、家屋の中ではお

そらく増幅しますので

考慮に入れる必要があ

るのではないかと思い

ました。 

 また、かなり長期間に

振動が続くということ

で、他の事例では、極端

な話ですと建物がゆが

んでしまったりすると

いったこともあります

ので、これらを考慮に入

れていただけるといい

かと思いました。 

 今回の予測結果は全て

の建設機械が同時に稼働

した数値となっています。

しかし、実際の工事の際に

も同程度の数値になる可

能性はありますので、丁寧

な作業に心掛けていただ

くといった配慮は必要か

と思っております。 

 また、今後「地盤」の項

目をご審議いただきます

が、その環境保全措置の中

で「工事施工時には近接構

造物等に対する影響等を

動体観測によって確認す

る」とありますので、周辺

の家屋に対してもしっか

りと確認をしながら工事

を進めていただきたいと

思っております。 

 工事の際には、家屋に影

響があるかどうかを確認

するため、事前に家屋調査

を実施します。 

 また、動態観測より地盤

の状況を確認し、必要に応

じて対策を実施します。 
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 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

6 

工
事
関
係
車
両
の
走
行
（
騒
音
・
振
動
） 

 交通振動の予測結果

は L10 での数値であり、

最大値では L10 の数値＋

10～20dB になるかと思

います。更に家屋による

増幅を考慮すると、工事

関係車両が走行するこ

とで、これまで気になら

なかった振動を感じる

ことになる可能性があ

ります。建設機械稼働に

よる振動と同様、苦情が

寄せられることが考え

られますので、しっかり

対応していただきたい

と思います。 

 工事関係車両走行ルー

ト 4 上にある No.4 地点で

の予測では、工事関係車両

の走行に伴い振動が 7dB

増加する予測結果となっ

ております。この数値はこ

れまでの環境影響評価案

件と比較すると、高い数値

となっております。 

 工事説明を丁寧に行う

など、意思疎通をしっかり

と図ることで抑えること

ができる苦情もあるかと

思いますので、事業者に対

しご意見あったことを伝

えさせていただきます。 

 地域住民の方には、事前

に工事について丁寧に説

明します。 

 住居等生活関連施設の

近くを走行する際は、徐行

運転を行う等静穏な走行

に努めることにより、振動

の増加を減らすよう配慮

します。 

 道路舗装の状況により

振動が生じてしまうこと

も考えられますので、その

ような場合は舗装修繕を

実施することも検討しま

す。 

7 

 工事関係車両の走行

ルート 4 で、工事関係車

両の走行による騒音・振

動が学校の授業へ影響

を与えることも考えら

れますし、学生の通学時

間に重なってしまうと、

信号や横断歩道近辺で

の工事関係車両の停車・

発進も多くなるかと思

います。 

 そのため、予測地点

No.4 よりも南側の大学

近辺での予測結果につ

いても、資料編などで触

れる必要があるのでは

と感じました。 

 また、この南北道路の

区間で工事関係車両に

よる影響が長期間続く

ことや工事関係車両が

この区間で待機しない

ことも重要かと思いま

す。 

 予測地点 No.4 は、事業

予定地に近い住居近辺で

の断面で行っております。

また、ルート 4は、小学校

の通学路でもあり、地元の

方から工事関係車両の走

行についてご意見をいた

だいている箇所にもなり

ます。 

 ご意見いただきました

大学近くでの騒音・振動の

状況については事業者に

確認させていただきます。 

 また、事業予定地への進

入待ちでルート上に待機

しないことも重要なこと

ではありますので、ご意見

あったことを事業者に伝

えさせていただきます。 

 南側の大学付近では、騒

音、交通量、走行速度調査

を実施していないため、正

確な値はわかりませんが、

予測地点 No.4 と道路構造

や道路幅員が同様である

ことから、騒音レベルも近

い値であると推測されま

す。 

 工事関係車両の走行に

伴い、騒音、振動及び安全

性への影響が考えられる

ことから、急発進や急加速

を避けることや、徐行運転

を行う等静穏な走行に努

めることなどの環境の保

全のための措置を講ずる

ことにより、影響の低減に

努めてまいります。 

 待機車両については、施

工業者に配車計画を作成

させる等、南北道路に待機

することがないように努

めます。 
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 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

8 

工
事
関
係
車
両
の
走
行
（
騒
音
・
振
動
） 

 工事関係車両の走行

ルート 2 は幹線道路で

すが、ルート 4 は住宅地

の近辺を通るというこ

とで、走行速度の現地調

査結果もルート 4 は低

くなっていたかと思い

ます。 

 ルート 4 について、大

型車両に重量物を積ん

だ状態で早く走れる構

造なのか、また、ルート

上に信号機等があった

場合、そこでの停車・発

進による騒音などの影

響が心配になりました

が、どのような状況でし

ょうか。 

 荷物を積んだ状態で

の急加速急減速による

騒音というのは考慮す

る必要があるかと思い

ますので、走行速度につ

いても配慮するよう伝

えていただければと思

います。 

 ルート 4 の道路構造は

資料編 71 ページに記載さ

れており、片道 1車線、そ

の両側に歩道となってお

り、片道 1車線のため、あ

まり速度は出せないので

はないかと思います。 

 信号等の設置状況につ

いては、準備書 307 ページ

をご覧ください。事業予定

周辺の交通安全施設の現

地調査結果が記載されて

おり、黄色のマークが信

号、黄緑色の四角が横断歩

道を表しております。 

 ルート 4 は信号左折後

北上するルートですが、左

折後から事業予定地まで

の間に信号が 1 基設置さ

れており、信号以外にもい

くつか横断歩道が設置さ

れております。 

 昨今、歩行者が待ってい

る横断歩道で止まらない

車というのがよく報道さ

れているかと思いますが、

ルート 4については、小学

生から大学生までがよく

使用する道路とのことで

すので、しっかりと交通法

規を順守し、安全運転に努

めることが非常に重要か

と思います。事業者にはこ

れらについて伝えさせて

いただきたいと思います。 

 ルート 4 については小

学校の通学路となってお

り、また、沿道には教育施

設もあることから、工事関

係車両の運転者には、交通

法規を遵守し、安全運転を

徹底させることに加え、住

居等生活関連施設の近く

を走行する際は、徐行運転

を行う等静穏な走行に努

めるよう指導してまいり

ます。 
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 質問、意見の概要 審査会での事務局の回答 事業者の補足説明 

9 

安
全
性 

 準備書 304 ページで、

歩行者 30 人、自転車 99

台が通過したとの調査

結果ですが、これは多い

人数・台数なのでしょう

か。 

 市内中心部での開発、名

古屋駅前や伏見駅付近で

の環境影響評価対象事業

では、もっと多くの歩行

者、自転車が通行していた

との調査結果でした。しか

し、工事関係車両と交錯す

ることに変わりはござい

ませんので、運転者に対す

る交通安全への指導徹底

や、誘導員の配置などを行

い、事故が起きないように

努めていただきたいと考

えております。 

－ 

10 

 環境の保全のための

措置に「視認性」といっ

た単語があったかと思

いますが、どのような意

味合いなのでしょうか。 

 街路樹等により出入口

付近の見通しが悪くなり、

歩行者などに気付きにく

くなってしまう状況を避

けるため、見通しをよくし

ておくといったことかと

思います。 

 堤防の街路樹等や、工事

資材により運転者の視界

を遮ることが無いよう、見

通しの良い状態を保ちま

す。 

11 

廃
棄
物
等 

 アスファルトマット

について、再資源化でき

ないと言われてしまう

と、なかなか意見も言い

づらいかと思いますが、

工事を進めていく中で

可能な限り再資源化で

きるよう、検討を進めて

いただきたいと思いま

す。 

 事業者に確認したとこ

ろ、現状のアスファルトマ

ットについて、その性状を

元に数社のリサイクル業

者に確認したところ、再資

源化は不可能という回答

があったため、本準備書で

は再資源化率 0%と設定し

ているとのことです。 

 しかし、準備書 318 ペー

ジの環境保全のための措

置に「最新のリサイクル技

術の情報収集に努め、可能

な限り再資源化を図る」と

ありますので、今後検討を

進めていただきながら、廃

棄物発生量をできるだけ

少なくしていただきたい

と思いますので、ご意見あ

ったことを事業者に伝え

させていただきます。 

 アスファルトマットに

ついて、現状再資源化は困

難ですが、工事期間が 10

年間と長期間に及ぶこと

を考慮し、工事期間中も最

新のリサイクル技術の情

報収集に努め、利用可能な

技術については積極的に

利用することにより、再資

源化を図ってまいります。 
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２．工事中の水の流れ 

①通常時の水の流れ 

〇汚濁防止膜を最初に設置します。 
 
②仮設盛土時 

〇有害物質流出の恐れがないため、各ブロックごとに濁水処理を行い排水します。 
 
③矢板打設時 

〇矢板で施工区域を囲うことで、有害物質の流出防止に努めるとともに、打設完

了後は橋梁部に濁水処理設備を設け、濁水処理を行い排水します。 

・・・流入 
・・・排水 

・・・流入 
・・・排水 

・・・流入 
・・・排水 

濁水処理設備 
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④左岸側地盤改良時 

〇地盤改良時は施工範囲内からの排水については、有害物質を含む可能性がある

ため、有害物質排水処理施設を通じて排水します。 
 
⑤ボックスカルバート施工時 

〇ボックスカルバート施工時は施工範囲内からの排水については、有害物質を含

む可能性があるため、有害物質排水処理施設を通じて排水します。 
 
⑥右岸側盛土時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇右岸側盛土時の排水については有害物質流出の恐れがないため、橋梁部に濁水

処理設備を設け、濁水処理を行い、ボックスカルバートに排水します。 

有害物質排水処理施設 

有害物質排水処理施設 

・・・流入 
・・・排水 

・・・流入 
・・・排水 

・・・流入 
・・・排水 

濁水処理設備 

※排水管ルートの詳細については検討中です。 

※排水管ルートの詳細については検討中です。 
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⑦右岸側地盤改良時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇地盤改良時は施工範囲内からの排水については、有害物質を含む可能性がある

ため、有害物質排水処理施設を通じてボックスカルバートに排水します。 
 
⑧埋立完了後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇上流および各ポンプ場からの流入水はボックスカルバートを流下。埋立地に降

った雨量は各非盛土部に集めてボックスカルバートに流入させて排水します。 
 
 

 

・・・     流入 
・・・  地表面排水 
・・・ボックス内排水 

・・・流入 
・・・排水 

有害物質排水処理施設 

※排水管ルートの詳細については検討中です。 
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３．袋詰め脱水処理工法について 

〇高強力ポリエステル繊維を素材とした透水性のある袋体で、ろ過機能によって、脱水

時の排出水をきれいにするとともに、土壌に吸着している環境汚染物質（窒素、リン、

ダイオキシン、重金属等）を袋内に封じ込めることができる工法です。 

【袋イメージ図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【封じ込めのメカニズム】 

 

 

 

 

 

 

・袋内に形成された泥膜の土粒子に環境汚染物質が吸着されることで袋内に封じ込め

ます。 

 

 

【施工手順・施工イメージ】 

①ポンプやバックホウ等により汚染土を袋に充填する。 

②脱水する。 

（脱水された水については、状況を確認し排水する予定です。排水基準を満足しない

結果となった場合については、有害物質排水処理施設を経由して排水する予定です。） 

③建設機械により移動、設置し埋め戻します。 

 

   

袋への充填 運搬・脱水 設置・埋戻 
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４．有害物質排水処理施設について  

〇工事中に施工区域内で生じる水において、有害物質が含まれている恐れがあるものに

ついては、有害物質排水処理施設を通じて適切に処理することで、排水基準を満足で

きるようにします。 

 

【処理のメカニズム】 

・重金属類やダイオキシン類等それぞれに対応する薬剤を適切に投入しながら、沈殿、

ろ過等を行うことで、有害物質の除去を行い排水基準を満足させます。 

 

【処理工程イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【処理装置イメージ図】 

 

 
 

 

凝集沈殿装置 ろ過器 活性炭吸着塔 

 

 

 

 

pH 処理 

イオン状の重金属を 

pH 処理し、水酸化物 

として析出させる 

凝集沈殿 

析出した重金属を 

薬剤によりブロック化 

し、沈殿させ除去する 

沈殿で除去できない 

微細な粒子をろ過・ 

活性炭で除去する 

万が一発生する溶解性の 

ダイオキシン類をオゾン UV 

装置で分解処理する。 

併せて、大腸菌等の消毒処理 

も行う。 

ろ過 

活性炭吸着 

最終仕上 

処理 


